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ソ連と中国はそれぞれ、六月中旬に聞いた最高会

議と全国人民代表大会で、国家首脳の人事を決定し

た。新たな組織づくりを終えた両国は、どのような

道を歩もうとしているのか。昨年一一月五日号の本

菊
地
ま
ず
ソ
述に
つ
い
て 。
六
月一
四 、

一
五
日の
党
中
央
安
員会
総
会で
アン
ドロ

ポ

フ
書
記
長が
円以－M
会
漉
件部
会
議
長に
内
定 、

二ハ
日か
らの
最
高
ソビエ
ト

会
必で
正
式決

定さ
れ
たわ
けで
す 。
昨
年一一
月に
プレ
ジ

ネ
フ
が
亡
く
念っ
て
七カ
月で 、
ちょ
うど
プ

レ
ジ
ネ
ア
と
同じ
よ
う
なコ
1

ス
を
た
どっ

誌で、中ソ接近の動きにメスを入れた菊地昌典、・中

嶋嶺雄両氏が、こんどの首脳人事をきっかけに両国

の現状を分析、社会主義国家としての行く手をさぐ

った。

（編集部）

ソ遭最高会級事宇都会隙長に選ばれたアンドロポフ氏（右下）

て 、
共
産
党の
HW
記
長で
あり
国
防
会
滋の
議

員 、
幹
部
会
設の
議長で
ある
とい
う
強
大
な

権
力
を
手に
お
さめ
た 。
絶
え
間
なく一
人の

個
人に
衛
力
を
集
中し
てい
く
とい
うい
ま
ま

で
のパ
ターン
と
そ
れほ
ど
大
き
な
隔
た
り
は

ない 。
と
れ
が
ま
ず
第一
点で
すね 。

そ
れ
か
ら 、
今
度の
人
事
異
動で
は 、
私
は

ぺ
』シェ
政
治
品
目が
死
ん
だ
あとの
後
任
を

埋め
るの
かと
思い
ま
し
た
け
れ
ど
も 、
結

局 、
政
治
局
員に
は
補
充が
全く
なかっ
た 。

そ
うし
て 、
ロ
マ
ノ
フ
を
在
記及
び政
治
局
員

とい
う
派
務の
形で
ほい
た 。
若い 、
六
O
歳

のロ
マ
ノ
フ
が
な
川さ
れ
たと
と
は 、
アン
ド

ロ
ポ
フ
体
制の
後
継者づ
く
りの一

環と
見る

と
と
がで
き
る
と
思
う 。

し
か
し 、
と
うい
う
人
事の
問
題 、
権力の

集
中とい
うど
く一

般的
な
変
化の
ほ
か
に 、

今
度の
中央
委
員会
総会と
最
高
ソビエ
ト

会

滋で
のい
き
さつ
に
は
非
常に
重
要な
蘭
がい

くつ
か
あると
思うんで
すね 。

ま
ず 、
イデ
オロ
ギ
ー

的
な
締め
つ
け
が
非

常に
はっ
きり
出
さ
れ
た 。
チェ
ル
ネン
ヨ
政

治
局日の
筒
説の
中で 、
社
会主
義の
文
化の

あるべ
き
獲の
棒を
決め
る
とい
う
発言がは

っ
きり
出
さ
れ
た 。

そ
れか
ら 、
ζ
れ
は
非常に
重
要なと
と
だ

が 、
労
働
集
団
制とい
うもの
が
公
式に
法律

と
なっ
て
発布
さ
れ
た 。
と
れ
は二
三
カ
条と

い
う 、

非常に
長大
な
内符を
持っ
て
お
り 、
社

会主
義の
矛盾
を
集
団労
働とい
う
形
で
解決

するもの
で 、
ちょ
っ
と
中
身は
違うがちょ

うど
中
国で
やっ
てい
る
生
産
請
負
制に
非常

に
似
た
もの
が 、
決
策の
み
なら
ずヱ
業の
分

野で
も 、そ
してい
ずれ
は
商業の
分
野で
も 、

符わ
れ
る可
能
性
を
打ち
出
し
たわけで
す 。

アン
ドロ

ポ
フ
体
制は
七カ
月た
ち
まし
た

け
れ
ど
も 、
い
ま
まで
は 、
細かい
規律の
引

き
締め
とか 、
自
分み
ず
か
ら工
幼へ
行っ
て

労
働
者と
親し
く
話
すと
かい
うと
と
で 、
大

本と
し
て
はプレ
ジ
ネフ
体
制の
小
規
艇
な
字

山し
み
たい
なもの
で
あっ
た 。
し
か
し 、
今

度の
中央
委
員会
総会と
最
町会

ぷ幹部
会で
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ナ。
武道徳育研究聞など
次々
に
切開閣を

開設してしまう。
学生部職員を助教授や

磁師にしてしまうなどです。
とんなの補

助金
等適正化法に違反してますよ」
（奥

深山助教授）。

しかし、
組合側が人
疎開題にかかりっ

きりになっているうちに、
経週間での乱

脈が進行していた。
すでに、
裏口入学な

ど一
辿の問題で一九七八年度から五毎週

続、
私学振興財団の補助金を四分の一
カ

7トされ、
七億五千万同ほどに減額され

ているが、
海外への不正な
送金が表前化

したのである。

八O年四月にブラジル国土館大学協会

を設立、
ベレンとサンバウロに武
道館を

建てるために、一
O園田同を送金したとい

う疑惑である。
エジプトにもやはり武道

館を建てるととで
二ニ億四千万問。
ニュ

ーヨークにも一
億一
千万同あったととも

わかった。
ブラジルの一
O償問段、
うち三億同が

貸付金、
七億同が寄付金として送られた

というもの。
私学助成の立場からみる

と、
とうした送金は助成金の運用として

は全く不適正なものである（しかし、
参

院文教愛での五月一－
隠の文部省の答弁

は、一
O億同は全部貸付金で、
七億四は

寄付金というのは送金ミス、
としてい

る）。
とのほかにも、
総長夫人の海外旅

行費用を公費から出し
た問題もある。

大
学関係者の問では、
「職員の大量採

用、
晦外陪降、

足れに同窓会館わ怯般質la際部部長円欽伺がh－M

などの設側設で、
経理状態はかなり悪化
教務課長、
大学院事務長を波ねる。
死ん

しているのでは」
という見方が一
般的で
だ安高氏にしても徳次郎氏の娘むとで、

ある。
だが、
経理は安苅理事が本滋局長
党天氏とは義理の兄弟だった。

をやめた七九
年度以降は、一
切明らかに

大学から中学までの各後関を代表する

されていない。

学長、
短大学長、

中高校長の選出規定も

それにしても、
とれほどさまざまな疑
念く、
焚天氏が米任する。
五人いる理事

惑や問題が一
O年以上もくすぶっていな
会の偶成も、一
人は各教背後関長互
選

がら、
いまだに学園が正常化しないのは
（といっても、
全部帥凡夫氏が兼任だから

なぜだろうか。

党天氏）、
理事会による選出二人、
評
波

一つには、一
族支配という学内体制の
員会選出二人となっており、
好議員会は

非近代性がある。
焚夫氏夫人は
武道徳行

理事会がメンバーをえらぶわけだから、

研究所の専任鴻師、
長男依政経学部一
部
務災上、
焚天氏の意に反するものは選出

の恕任講師でありながら短大
副学長と図
不能というととになる。

社
会
の
「
右」
需
要
に
応
え
る
国
士
館
教
育

組合側は「改革の処方隻はすでに用意

されている」
という。
それが七八年の諸

問題対策袋のまとめた
改革案だが、
教授

会の自治を認め、
学長選出を民主
化す

る、
という改革除、
要するに同大学を普

通の大学と同じにするととで
ある。
だ

が、
総長側にとってみれば、
とれは布爽

イデオロギーに支えられてきた同大学の

特色が失われる危畿というととになる。

その危銭感には、
同大学への社会からの

H需要M
もからんでいるようだ。

今年務の
卒業生の設験先をみてみよ

う。
短大と大学
Z
Eせて二OO四人の

うち「
瞥祭官・
刑窃官等」
が一一
九人と

最も多い。
次いで自
動車のセールスマン

などが多いが、
高校
教員が五七、
中学が

八六、
小学校五六など教育凶係が目立

つ。
とれは武道系を中心とする
体育学部

や文学部に教育学科があるためでもある

が、
国土館が、
寝袋や教育界と深く結び

ついているととを示
す例でもある。

とくに、
政経二部（夜間部）
では、
瞥

察官、
自塑官の現役が多く学んでいる。

現職
警察官による女子大生暴
行強盗殺人

事件の犯人、
松山純弘も、
m件当時、
同

学部に在学していた。

一
方で
教一育界の側でも、
「左翼ではな

い」
国土館生を採用時に歓迎する空気も

Lるkゅうζま－b事匁’だろ30

とうした勾苛に、
学h1改古砕をH吋ぷ唱岨品目

なども事態の推移をけっして楽観してい

ない。
「恋人ばかりがクローズア7・7さ

れて、
本質的な疑惑にメスが入らないの

ではないか」
「地元の轡・妓は国土館と仲

がいい。一
連の疑惑だって本気になって

捜査していないのではないか。
安官同メモ

によると、
文部省や説筋容だってずいぶ

ん総長側花、マスコミに注意しろなど、

いろんなアドバイスをしている。
大学の

自治を逆手にとって、
総長らの不正
行為

をむしろ悼擁護しているのではないか」
と

いう学生や教職貝の戸もある。

そして、
学内の空気もそうした問題

の深刻さとは装阪に、
盛り上がりを欠い

ている。
七三、
七八年と二度の改恕のチ

ャンスに改世帯派が敗北したその
挫折感が

まだ漂い、
無気力ですらある。
そうした

無気力のウラには、
世間一
般が、
改革を

叫んで立ちあがる学生たちに必ずしも好

意的ではないとともあるだろう。

「改革連動なんかやったら、
世間からも

アカのレ7テルを張られかねない。
僕ら

は本当に当たり前のととを実現しようと

思っているが、
就職などを考えたらそれ

はできません」
という学生もいた。

われわれ大人は、
そういう学生をコニ

無主義」
「世間ずれしている」
念どと批

判する資格はあるまい。（
＋亭艶・
神野設
費）
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の発言を見ると、
彼自身がいまの硬直化

したソ連の社会主義を手直しせざるを得

ないととを認め、
それをソビエト国民に

訴えた。
しかしどうしたらいいかについ

ては、
いろんな深刻な矛盾が山積してい

唱。。中
鋤
中国は六月一八日の全国人民代

． 

表大会で、
国家主席に李先念・
党政治局

常務
委員を選ぶなど、
新しい政治体制が

発足した。
ただ、
全国人民代表大会は新

しい人事を決めはしたけれども、
基本的

にはすでに昨年の一二回党大会によって

形成された郡小平・胡
姐邦型の党官僚独

裁体制という大きな基般の上に今回の全

人代は乗っているといってよい。
毛沢東

時代とは非常に巡って仲世紀局中心の「赤

い災族」
たちががっちり権力を怒り始め

ている。
そのペ1スのよでの全人代の人

事であって、
国
｛杢毒仰になった李先念に

しても全人
代常務餐員長になった
整HHに

しても、
突はいま中国で実際にそれほど

E婆な政策決定者、
意思決定者じゃない

んで
すね。

今回見てますと、
中凶共産党の古記局

貝を兼ねる際亙顕とか褐尚昆とか万里、

習仲勲というようなまぎれもない旧実権

派、
あるいは
mm小平・初制邦砲の人たち

が主要なととろは鎧ってますね。
したが

って、
中国共産党の政治装置、
党俊悦そ

のものがかなりソ連モデル［アンドロポ

フ体制に似てきてるのではないか、
とい

う気がするんです。

そういう前提に立って今度の
全人代

で、
もし何か亙褒な問題をゆげろといわ

れれば、
私は率先念が
国門家主席になった

ζとでも
苧叫が全人代常務
餐貝長になっ

たととでもなく、
まさに国家
安全省とい

う従来にない、
新しい治安・公安
機関を

発足させたζとだと恩います。
とれは長

期的に見て非常に大きな窓臨時を持っと思

うんです。
つまり、
中国にhaける従来の公安俊能

としては公安省という
祭察のようなもの

があり、
党では党中央弁公庁、
国際共産

主義運動の関連では党中央対外巡絡部、

軍の中には軍総政治部の保術部隊といっ

たものがあるわけですけれども、
とうい

う従来の公安機仰では処理しきれない問

題がいまの中国に非常に多く出てきてい

るんですね。
香港の中国系紙『新晩報』

編集長のスパイ事件とか、
テニスの胡郷

阪の亡命事件とか、
魯迅の孫の周令飛亡

命喰件とか、
先般の獄図へのハイジャγ

ク事件とかに見られるように、
いわゆる

開放体制の中で大きな社会矛町が露呈し
てきている。

また『人民日報』
は五月二九日に社説

を掲げて、
社会治安がいま
非常に思くな

っているし、
同時に公
安機榊がバラバラ

だから、
治安・公安上の総
合的な統治が

必要だと力説しており、
とうした状況を

見ても、
私はまさにソ巡の国家保安委員

会〈KGB）
の中国版がいよいよでき始

めたという気がするんですね。

それから、
もう一つは軍の役訓で、
郷

小平が党の
中央
軍事
委員会のみならず国

家中央

策事餐員会主席を兼ねたわけです

ね。
とれについては郡小平がそとまで極

色dるを得ない不安があるんだという見

方があって、
確かに一
一闘ではそうですけ

れども、むしろ、母近の一
述の励きの中で

中国の人
民解放況が毛沢東型の沼から変

形しつつあり、
同時に箪が従来の巾問の

政治に待っていた役割をだんだん減じて

きて、
軍もそうした
党官僚独裁体制のも

とにコントロールされつつある結果だと

見た方がいいだろうと思います。つまり、

いよいよ中国もカリスマ的支配の時代か

ら官僚的な支配の時代に入りつつある。

その点でソ迎の政治体質との類似性がは

っきり出始めているんじゃないか。

菊地
大筋でぼくは中嶋さんのな見に

賛成なんですけども、
社会主蕊国家であ

る以上、
どう与えても選択の
余地の
な

い、
不可避的な原則性というものがあ

る。
たとえばソ述も中国も一
党独
統制で
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あるから、
それに伴って生ずるいろいろ

な組総よの類似点と矛盾は挙げられると

恩うんで
すね。
それから経済問題。
とれ

は、
とれからの最大の問題になると私は

患います。
ソ迎の場合、
いま一

審問題になってる

のは、
労働者が鋪かなくなってるととで

す。とれはまた、
もちろん中固にも当て

はまる函があると思います。
労働者を働

かせるためには規律が必要であるという

のがアンドロボフの書記長になってから

の一
貫した論理です。
しかし、
「規律を

重視せよ」
「
相続伸悼を守れ」
というスロー

ガンだけでは労働生産性は上がらない．

そうなると社会主義の組織全体の問題κ

かかわってとざるを得ない。
とれがいま

ソ述の当関している矛盾だろうと思う。

な
か
じ
ま
み
ね
お
東
京
外
国
商
大
学
表

授。
現
代
中
国
学・
国
際
関
係
諭
専
攻。
一
九
三

六
年
伝
本
市
生
ま
れ。
東
京
外
国
務
大
学
中歯
科

卒。
東
京
大
学
大
学院

〈

国
際
関
係論）
修了。

主
な
著
書
vh
『
中
y
対
立
と
現
代』
『
北
京
烈
烈』

『
中
y
同
盟
の
富田
園事』。

a‘ 
-、、．

一
方、
中国はまだそと
まで
行つて
な

いんですよ。
少なくともソ迎は六十政年

間つくり上げてきたハードで、
しかも中

国よりはるかに鋪国的念、
しかも徹底し

た反体制運動の到底と労働組合巡動の御

用組
合化の中でやられている政策に折り

重念るようにしてアシドロポフの規律引

き締め政策が符われているし、
それと同

中
嶋

時に集団労働制とい

う副罰則碁舶を綴り

肱すかもしホ怠い霞鉱をとムざる守一時方

い状況だ。
そういう矛盾と、
中国の農業

において現れている加負生蕗制とは、
ち

ょっと次元が逮うと思う。

また、
ソ述と中国とを比べて、
現在ど

ちらが開放的かといえば、
やはり中国で

すよね。

試
行
錯
誤
か
さ
ね
収
拾
っ
か
な
い
中
国

中値喝
なにもソ述と中国とが全く同じ

とはいいません。
中閣にしろソ
述にし

ろ、
まさに社会主義国としての問題点を

あまりにもたくさん持っている。そζで、

「じ＋あ一
体どちらのほうがよ
り問題が

少ないか」
を考えてみますと、
とれも単

純に比較はできないと思うんで
すね。
お

っし守るように、
中国はまだいまのソ述

が当面してる段階まで透してないという

伺函も確かにあるけれども、
中国はとの

問のいろいろな試行錯誤の中でソ連の経

験しないとともやってみたり、
いろんな

ととをやり過ぎました。
その結果、
いま

中国自身、
実際には叙拾がつかなくなっ

てると思うんですよ。

たとえぽ、
締めつけの問題にしても、

ソ迎のほうがより厳しいといわれるけれ

ども、
果たしてどうか。
とれは中国の政

治スタイルとか政治文化にも関辿すると

思うんですけれども、
中固においては常

にイデオロギーとか道拙憶によって上から

大衆が
教化されてきた。
そういう状況の

中で精神的にさいなまれるとい
う
点で

は、
中図式の政治つまり抑圧はまたそれ

なりにすどく厳しいと思う。
たとえば総

京生のような反体制活動家はまたたく問

に懲役一
五年に処せられる。
サハロフ博

士はいくら相抑圧されても西側の犯者に訴

えるととができるけれども・－－－－－。

菊地
ぼくはサハロフ救媛連動やって

るから、
とてもそうとらえられない。

中嶋
だけど、
中国の場合はもっと厳

しい。
柚縄京生らが商側の記者に自分の主

蛍を訴えるととなんて絶対できないんで

すもの。
生穫請負制については、
いま、
毛沢来

週の人民公社のモデルを加し、
臼街地を

すどく鉱大してますでしょう。
自留地も

多いととろでは六、
じ
十Mm、
八五
Mmな

んてととまで行っち＋ってる。
だげどと

村山dmMUiモねUuf・社会主咋刊の味水的冷時

川札祇触しまト『J、
b「っJJ主
』令市ウ

つけが行われるだろうと思います。一
見

中国の社会主崎将に教いがあると、
もし街

地さんが考えてるとしたら、
突はそう甘

くはない：：・。

菊地
いや、
救いがあるというんでは

なくて、
中国はいまも新しい道を模
索中

であるというととです。
ソ述の場合は、

でき上がってる中での袋索ですよね。

中嶋
まあ、
それはそうでしkうね。

菊地
たとえば、
ソ述ではもう六0年

代からさまざまな試みがされてたわけで

すよ。
工業分野ではシチョ1キノ
方式と

いう小さな規模でのd白生
箆β式（賃金

の総ワクとノルマの固定）
をとったとと

があり、
その
能。中のよさは認められてた

にもかかわらず、
全部つぶれちゃった。

労働者が営hとして築き上げてきたフォ

ンド、
利潤を工場の官型都なりその上の

監督畿闘が全部吸い取り、
労働者の意欲

を失わせたからなんですね。
いまソ述の

農村では、
指令によらないで岱民がある

核地を羽け負って生産をする形の非指令

tH式生産隊が盛んに奨励されてますけれ

ども、
その場合も、
計画経済に仰けったさ

まざまな形の紡苫要因が出ている。
ぼく

の刊叫んだ例では、
同人の
俊械化
要HHが一

五00？”を引き受けてものすごく生産

効唱を上げるわけですよ。
そのため肥料

もいるし、
後後兵もいるんですが、
彼ら

朗自治・剖L98 1983.7.22 
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き〈
ち
ま
きの
り
狼
京
大
学
教
偶Ee
y
遇

政
治
史・
社
会
主
相官
治
専
攻。
一
九
三
O
年東
京

生
まれ。
東
京
大
学
大
学
院
（
録
業
後
続
学
科〉

修
了。
主
念
書世
省に
『
歴
史と
し
ての
ス
タ
1
9

y
時
代』
『トロ
ッ
キ
ー』
中y
和
解、

は
ソ
フ
ホ
ー

ズ
の
管
理
下
か
ら
脱し
ち
ゃ
う
わ

けで
す
か
ら、
ソ
フ
ホ
ー

ズ
の
管
理
部
は
倹
く

恩
わ
ない。
し
た
がっ
て、
肥
料
も
機械
も
提

供
し
ない。
そ
うい
う
形
で
つ
ぶ
し
て
し
ま

う 。
そ
うい
うと
と
が
六
0
年
代
か
ら
行わ
れ

な
が
ら、
今
ま
で
芽
を
出
さ
ない
の
は
計
画
経

済
と
い
う
も
の
の
欠
陥の
た
め
だ
と
思い
ま
す

よ 。
し
か
し、
中
国
の
場
合は 、
い
ま
生
産
荷

負
を
し
て
も、
そ
と
に
人
民
公
社が
俊械
や
肥

料
を
提
供
で
き
る
計
画
経
済
と
し
て
の
能
力
は

ない。
そ
うい
う
段
階で
の
生
産
開
負
で
す

よ 。
で
す
か
ら、
当
面
し
て
る
矛
盾
は一
見
同

じ
よ
う
だ
け
れ
ど
も 、
中
身
に
は
か
な
り
異
質

な
も
の
が
あ
る 。

中
舗
も
ち
ろ
ん 、
そ
れ
は
そ
う
で
すね 。

だ
け
ど 、
中
国
も 、
ζ
の
数
年い
ろ
い
ろ
な
実

験
を
や
り
ま
し
た
が、
ど
う
も
う
ま
く
い
か
な

い。

菊
池
し
か
し、
鈴
柔
は
う
ま
く
い
っ
て
ま

すよ 。
を
の
功罪
は
別
と
し
て
お。

中
幽明
い
や 、
監
禁が
う
ま
くい
っ
て
るつ

て
の
は、
い
ま
ま
で
の
盛
業
が
あ
ま
り
に
もマ

イ
ナ
ス
が
多
かっ
た
た
め
に
消
極
的
な
訟
味
で

経
近
の
毘
柔
生
産
が
か
な
り
上
向い
て
き
て
る

と
か、
長
田民に
意
欲
が
少
し
出
始め
て
る
と
か

と
い
うと
と
で
す 。
自
留
地を
鉱
大し
た
り 、

生
渡
請
負
制に
し
た
わ
け
だ
か
ら、
そ
れ
は
当

然で
し
主
う 。
そ
の
と
と
は
何
も
社
会
主
義
な

い
し
は
中
国
共
産
党の
政
策
が
う
ま
くい
っ
て

る
と
い
う
ん
じ
＋
決し
て
ない。
中
国の
計
画

経
済
全
体
が
今
後
大
き
く
発
展
す
る
と
い
うバ

ラ
色の
見
通
し
は 、
い
ま
の
と
と
ろ
全
く
描
け

ない。
そ
の
聞に 、
い
ろ
ん
なサ
ボ
タ
ー
ジ
ュ

と
か
幹
部の
特
権
化
と
か
い
う
社
会
主
義
体
制

に
共
通
の
問
題
が
た
く
さ
ん
出
て
い
る 。
つ

菊
地

ま
り 、
も
し
本
格
的
に
中
国
が
新し
い
モ
デ
ル

を
や
る
な
ら
ば 、
ゃっ
ぽ
り
社
会
主
義で
あ
る

と
と
を
楽て
ざ
る
を
何
念い
と
思
う
ん
で
す

ね 。
あ
る
い
は
中
国
共
産
党の一
党
独
裁
を
や

め
ざ
る
を
鈎
ない。
あ
る
い
は
経
済
特
区
を
Mm

k
深
桝
や
直門の
よ
う
な
あ
あい
う
沿
岸
諸
省

の
限
ら
れ
た
と
と
ろ
で
は
なく
て、
もっ
と
広

げ
る 。
広
東省
と
か
街
路省
全
体
を
思い
切っ

た
経
済
特
区の
実
験
場に
で
も
す
れ
ぽ、
ま
だ

ま
だ
見
返
し
が
あ
る
か
と
思い
ま
す
け
ど 、
そ

れ
は
な
か
な
か
で
き
ない。

そ
うい
うい
ろ
い
ろ
の
制
約
要
因
が
あ
り
過

ぎ
る
中で
い
ま
の
中
国
が
模
索
し
て
い
る
状
況

を
見
て
い
く
と 、
ど
う
も
はっ
き
り
し
たモ
デ

ん
が
ない。全部消

し
て
い
く
と 、
後
る
の
は
ツ
迎と
の

共
通
性
と
い
うと
と
に
な
る 。

ソ
連
が
中
国
の
後
追
い
を
す
る
側
面
も

中
織
そ
の
議
論
は
さ
て
お
く
に
し
て
も、

口
頭の
私
の
分
析で
も
う一
っ
つ
け
加
え
たい

と
と
は 、
中
国の
場
合 、
政
治
的
に
は
ソ
連よ

り
不
安
定
で
すね 。
い
ま
の
鄭
小
平・
胡
班
邦

型
の
指
務
部
と
し
て
は、
必
死
に
なっ
て
非
毛

沢
東
化 、
念い
し
は
郷
小
平・
胡
鎖邦
型
の
殺

絡
を
中
聞
社会
に
植
えつ
け
な
け
れ
ばい
け
な

い
が、
と
れ
に
は
郵
小
平
の
肉
体
的
な
限
界つ

ま
り

寿
命
と
い
うと
と
も
あっ
て、
残
さ
れ
た

時
聞
は
あ
ま
り
ない
と
思
う
ん
で
す 。
そ
と
で

い
よ
い
よ
や
り

始め
て
る
の
が、
と
の
最
近
の

一
0カ
月 、
特に
去
年の一一一
全
大
会
前
後
か

ら
の
新し
い
艶
風
運
動 、
あ
る
い
は
新し
い
中

国
版
行
政
改
革で
し
て、
と
の
ね
らい
を一
口

に
い
う
と 、
四
千
万
の
山中
国
共
産
党
口
を
大
幅

に
入
れ
か
え
る
と
と
で
す 。
現
に
と
の
蕊
く
ら

い
か
ら、
あ
ち
と
ち
で 、
N

郊
小
平パ
1
ジu
が

や
ら
れ
て
る
し 、
最
近
の
例
で
は 、
文
革の
と

き
劉
少
脊
な
ん
か
が
やっ
た
よ
う
に
ヱ
作
組
を

派
遣し
て、

地方の

党安員会
がい
ま
の
路
線

に
反
逆
し
ない
よ
う
に
工
作
し
て
い
る 。
そ
し

て
文
革
派
残
党
を
根ζ
そ
ぎ入
れ
か
え
て
い
る

ょ
うで
すね 。
で
す
か
ら、
い
ま
中
国
社
会

で 、
表
に
出
て
き
て
い
る
全
人
代の
人
事
と
い

っ
た
派
手
な
動
き
よ
り 、
もっ
と
重
要
念
問
題

除 、
政
治
社
会の
そ
う
し
た
ト
ー
タル
なつ
く

り
か
え、
地
方
末
端に
及
ぶ
新し
い
人
的
な
入

れ
か
え
が
行わ
れ
て
い
る
と
と
で 、
そ
れ
を
巡

っ
て
日
に
見
え
ない
と
と
ろ
で
か
な
り
ボ
ル
テ

ー
ジ
の
高い
社
会
変
動
や
恥
僚
が
起と
りつ
つ

あ
る 。菊

地
う
ん 、
そ
れ
は
わ
か
り
ま
す
け
ど 、

も
う
少
し
ぽ
く
な
り
に
桜
本
的
な
問
題
に
反し

て
み
る
と 、
ソ
連で
も
中
閣で
も
共
産
党臼の

割
合は
大
体
四
%か
ら
七
Mm
な
ん
で
すよ
ね 。

そ
れ
が
経
済
も
政
治
も
文
化
も
すべ
て
を
牛
耳

っ
て
る
と
と
ろ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
念
問
題
が
出
て

き
て
い
る 。

同
時
に 、
中
国一
O
悠 、
ソ

述二
億
七
千
万

の
人
間
が
絶
え
ず
生
活
水
機の
向
上
を
望
ん
で

い
る 。
柏村に
ソ

述の
場
合に
は 、
飼
料
殺
物
を

大
盆
に
紛
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
ない
と
い
う

状

況
が
あ
る
し 、
中
国で
も
消
費
欲
求
が
爆
発的

に
湖
え
て
き
て
い
る 。
そ
うい
う
矛
盾
を
共
産

党が
ど
う
解
決で
き
る
か
と
い
うの

が、
い
ま

ソ
辿
共
盛
覚 、
中
国
共
産
党の
両
方
が
ぶ
つ
か

っ
て
い
る
問
題
だ
と
思
う
ん
で
す 。
そ
し
て、

そ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は 、
中
嶋さ
ん

の
言
葉
を
か
り

れ
ば、
社
会
主
義で
な
く
し
て

し
ま
わ
ざ
る
を
総
ない。
し
か
し、
社
会
主
義で

な
く
し
て
し
ま
え
ば 、
ま
た
再
び
生
産
手
段
の

私
有
が
復
活
し 、
地
主
あ
る
い
は
資
本家
が
復

活
す
る
と
い
う

状
況
も
ない
わ
け
で
は
ない。

1983.7.22 ？？ 割S:Iャ・剖L



だ
か
ら、
中
国の
劫
合に
は 、
中
図
版・ネ
〈
フ

（
新
経
済
政
策）
の
段
階で
あ
る
と
い
え
る 。

一
方 、
ソ
迎の
場
合は
ネ
Y
プ
で
は
ない
ん
で

すね 。
ネ
y

プ
な
ん
て
の
は
とっ
く
に
通
り
越

し
ち
ゃっ
て、
何
と
かハ
ー
ド
な一
党
独
殺の

下
で
の
労
働
者の
勤
労
怠
欲の
低
下
を
引
き
上

げ
ら
れ
ない
か
と
い
う
と
と
で
あ
り 、
そ
れ
が

今
度
の
集
団
労
働
法の
制
定
と
なっ
て
る。
だ

か
ら
あ
る
窓
味
で
は 、
ソ
迎が
中
国
の
後
追い

を
し
て
る
商
も
あ
る
ん
で
すよ 、
表
面
的
に
考

え
れ
ば。

中
舗
そ
の
へ
ん
の
評
価
は
非
常
に
燥
し
い

問
題
だ
と
思い
ま
すね 。
確
か
に
おっ
し
ゃ
る

よ
う
に 、
中
国
が
やっ
て
る
よ
う
な
実
験
を
ソ

連
が
や
り

始め
て
る
と
い
う
ζ
と
もい
え
る
と

は
思い
ま
す
け
ど 、
逆
に
巾
国
は
せっ
か
く
つ

くっ
た
人
民
公
社
を
崩し
て
る
ん
で
すね 。
そ

の
場
合 、
い
まの
弱
小
平 、
胡
線
邦
は
結
局
は

郷・
凱
路
線で
す
か
ら、
向
級
合作
社の
前の

初
級
合作
社と
か
互
助
組ぐ
らい
まで
の
と
と

ろ
の
考
え
方に
い
く
ん
じ
キ
ない
か。
い
ず
れ

に
し
ろ
社
会
主
義は、
生
産の
シ
ス
テム
と
し

て、
あ
る
い
は
大
衆の
消費
欲
求
な
り

経
済
的

に
位
か
に
な
り
たい
と
い
う

庶
民の
欲
求
を
泌

た
す
制
度
と
し
て、
根
本的
に
欠
陥
が
あ
る
と

思
う
ん
で
す 。

そ
う

与
え
る
と 、
結
局と
れ
は、
一
種
の
先

走っ
た
革
命の
悲
劇で
す 。

つ
ま
り 、
い
ま
革命
を
成
政
さ
せ
た
国々
は

み
ん
な
「
近
代」
を
欠い
た
状
況の
中で
革
命

が
起
き
て
き
て
る。
今
後
出
て
く
る
ア
フ
p
カ

と
か
ラ
テン
ア
メ
リ
カ
も
そ
う
で
しょ
う 。

か

と
いっ
て、
社
会
主
義に
な
る
た
め
の
歴史
的

な
成
熟
が
な
く

て
も、
腐
敗
し
た
権
力
を
打
倒

し
よ
う
と
し
て
革命
が
勝
利
す
る
と
と
は
あ
り

mw
ま
す 。
そ
れ
が
康史に
対
す
る
反
逆
か
と
い

う
と 、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
ない
商が
あ

る 。
そ
うい
う
と
と
ろ
に
い
ま
の
悲
劇
が
あ

スv 。

菊
地

農
民
へ
の
融
和
策
で
安
定
度
増
す
中
国

菊
地
そ
れ
を
悲
劇
と
と
ら
え
る
点は 、
ぼ

く
と
ち
ょっ
と
窓
見
が一
致
し
ま
せ
ん
け
ど

も 、
そ
うい
う
後
発
箇に
し
か
社
会
主
義
体
制

が
現
出
し
な
かっ
た
と
と
は 、
はっ
き
り
し
て

ま
す 。
し
か
し、
ソ

述の
m窓口、
ロ
シ
ア
革
命

の
段
階
が
少
な
く
と
も
中
国
よ
り
は
る
か
に
向

い
宛
展
段
階で
あっ
た
と
と
は
確
か
で
す。
そ

v

～￥ぷ開

し
て
そ
れ
が
七
O
年
近い
年
月
を
経
て
当
関
し

て
い
る
矛
盾
が
何
か
と
い
う
と 、
労
働
者が
働

か
ない 、
欠
勤
が
多い
と
い
うと
と
で
す 。
ソ

迎の
経
済
学者の
計
算
だ
と一
分
間のロ
ス
が

一
O
O
万
計
（一
計
l

約
三
四
O
向）
と
い
う

と
と
で
す 。
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
ど
う
し

た
らい
い
の
か
が
ソ

述の
当
部
し
て
い
る
問
題

で
あっ
て、
中
国
の
当

面
し
て
い
る
問
題
と
は

ちょ
っ
と
遊
う
ん
じ
ゃ

ない
か。

中
国の
い
まの
共
産

党の
安
定
度
に
つ
い
て

は
ぼ
く
は
中
嶋さ
ん
と

逆
で 、
世
良に
対
す
る

融
和
政
策 、
生
産
諮
負

制の
波
及
と
い
う
形

で 、
人
口の
八
割と
い

う
農
民の
支持
を
少
な

く
と
も
取
りつ
け
よ
う

と
し
て
お
り 、

か
な
り

安
定
度
を
取
り
戻
し
た

と
思
う 。
ソ
迎
の
方

除 、
もっ
とハ
ー
ド

で

四仲間
島恥 』ω

「サハロフを自由にして／」とポンで訴える家族たち

すよ 。中

ぼ
く
は
中
国
に
つ
い
て
も
厳
し
く
見

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が 、
い
ず
れ
に
せ
よ
将
来 、

成
熟
し
た
社
会
主
災の
中
か
ら
そ
れ
を
離
脱
し

よ
う
と
す
る
動
き
が
出
る
と
と
は
必
然
的
だ
と

恩
ぅ 。
社
会
主
義の
生
産
力
が
少
し
で
も
高
ま

れ
ば
高
ま
る
ほ
ど 、
あ
る
い
は
市
民
的
自
由
が

少
し
で
も
鉱
大
す
れ
ば
す
る
ほ
ど 、
体
制に
対

す
る
不
信
感が
強
く
出
て
く
る 。
つ
ま
り 、
歴

史
は
逆
回
転
し
て、
社
会
主
義
社
会に
お
け
る

「
進
歩」
あ
るい
は
「
革
新」
と
は
そ
の
体
制

か
ら
離
脱
す
る
と
と
で
あ
る
と
い
うふ
う
に
動

い
て
い
く
ん
じ
ゃ
ない
か。
し
か
も、
そ
の
体

制か
ら
雌
脱
し
よ
う
と
す
る
と
と
は
大
変
な 、

と
れ
は
も
う
命
を
か
け
て
の
闘い
に
な
る
で
し

ょ
う 。

映
画
『
灰
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド』

の
主人

公マ
チェ
Y
ク
み
た
い
な
行
為
者が 、
今
後の

社
会
主
義の
社
会の
中に
数
多
く
出
て
く
る
ん

じ
ゃ
ない
で
し
ょ
う
か。

菊
地
ぼ
く
も
含
め
てマ
ル
ク
ス
主
義
者

は 、
い
ま
まで
の
ソ

述、
中
国
な
ど
の
社
会
主

出荷
図
は
マ
ル
ク
ス・
レ
lニ
ン

主
義に
のっ
と

っ
た
社
会
主
義
だ
と
考
え
て
き
ま
し
た
が 、
そ

うで
は
ない
と
考
え
た
β
が
ずっ
と
剤
師解
し
や

すい
ん
で
す 。
最
近
ソ
迎と
か
東
欧
か
ら
亡
命

し
た
社
会
主
義
者
た
ち
は「
リ
アル・
ソ
シ
ア
リ

ズ
ム
（
現
実
社
会
主
義
ど
と
い
う名
前
を
使っ

て、
と
れ
をい
わ
ゆ
る
ソ
シ
ア
リズ
ム
と
区
別

す
る
傾
向
が
非
常
に
強
く
なっ
て
い
ま
す 。
と

の
リ
ア
ル・
ソ
シ
ア
リズ
ム 、
言
葉
を
か
え
て

い
う
な
ら
ば
発
展
途
上
国
型
社
会
主
義の
当
面
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ぼくの仮説からす

ると、
内政的な非毛

仰
ぐ

沢東化は当然中国の

で

枇界仙判断の非毛沢東

用

化につながっ
てい

制ゆ

く。一九六0年代以

耕
地

降、一
方では文革が

品
岨

総

あり、
毛沢東のソ迎

HHHW
幽

織

に対する大
室官級

幽

以

d
凶

tFi
iifみ

ながあり務壁紙があ

する問題と向皮工業国家におけるソシア
り、
地下級を掘っても対ソ人民戦争を験

日ズムの問題とは切り離して考えた方が
い抜くんだという姿勢が中国の対外政策

正しいのではないか。
それをぼくは昨年
の根本になっていた。
米中接近もそうい

『絶望の選択
il中ソ和解』
という本の
うとζろから出てきたし、
日中正常化に

中で「従属的社会主災」
という苫策を使
もそういう汚吸があった。
とζろが、
足

った。
まだ非常に粗削りの理論ですけれ
近は中国のHlダlの対ソ認設が根本的

ども、
ぼくの分析はいま、
ますますそう
に変わってきて、
ソ迎を脅威と感じなく

いう
方向へ進んでいます。

なりつつあるとぼくは見てるんです。
そ

中崎
そとで、
対外的な関係に目を転
ういう状況の中で必近の中国は従来と遼

じてみましょう。
菊地さんは『中ソ
和
ってすでに米ソの中聞に位置するという

解』
をお3きになったし、
ぼくも『中ソ
自窓織を持ち始めている。

向盛の衝懲』
といういささか刺激的なタ

七0年代のいわゆる反覇権股略は大き

イトルの本を書いたんですが、
ζういう
く崩れてきて、
それに従って
米中関係

ふうに社会主義の
未来展望が厳しくなっ
は、
台湾問題のみならず他の函でも、
か

司p．． 

. 喝

' 

ハイジャックされ鶴聞に現れた中国民航彼

てくると、
中国もソ

辿を従来のように全

く無視するとか敵視

するとかいうのとは

違って、
治互いの共

通基盤を窓殺してく

る。

なり長期的に冷却化していくと
思いま

す。ただ、
その裏側に、
国際共産主義運動

のある磁の蒋細みたいな動きが出ている

んで
すね。

かつて対立していた兄弟党との関係の

修復が著しい。
ど承知のように、
早いと

とろではスペイン、
イ夕日アの党とも修

復したし、
フランス共産党やソ述派イy

ド共産党とも修復した・・・・・・。

アンゴラ、
エチオピア、
南イエメγ、

リピアやニカラグアなどソ速の影響力の

強い地域ゃ、
従来中ソが多数派工作のし

中
嶋

のぎを削った修経場であったととろと

中国との関係も改哨配されて
きている。

また、
中留と北朝鮮との最近の緊密化や

先般の中
京両のいざζざもソ迎を刺激し

ておらず、
中ソ改必に抵触する動きでは

ありません。

それらのととから、
ぼくは「
さっきい

った
社会主義が共通に抱えている問題に

対する忽却が強まれば強まるほど、
国際

共産主義運動はかつての論争と対立ある

いは分派分裂のお狸を否定して、
だんだ

ん収徴していくのではないか、
と見るん

です。
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菊地
ソ巡の対外活動除、
いま中崎さ

んがいわれた地核においては相変わらず

の覇権主義路線をとっています。
ただ、

いま中嶋さんがいわれたととが国際共産

主
義運動の再編なのかどうかについて

は、
かなり大きな窓見の食い違いがある

と患いますよ。
必をちょっと前に戻す

と、
たとえば文
首相時代に毛沢東が中心と

なって出した「ソ連E社会京市国主義」
論

は、
中国の内部政策自身によって論恐的

基盤が失われたし、
「修正主義」
という

言葉もほとんど聞かれない。

中嶋
nM近は「新総主義」
も正式な文

書から消えちゃいましたしね。

菊地
うlむ。
そういっていいのかど

うか、
ぼくはちょっと問題だと思うけ

ど、
ただ一つ、
中嶋さんの意見と一
致す

るのは米ソの中間に立つとい
うととで

す。
中間という表現が正しいかどうかわ

からないけれども、
アメリカも批判し、

y辿も批判するという次官努に戻りつつあ

るζとは確かですね。
とればコニつの世

界」
拾を磁楽しない以上、
当
然原則的に

は出てくる路線で、
別に珍しいζとでも

何でもないと思います。
非同盟に属して

いない非同盟路線です。

それから、
各国共産覚との関係修復に

ついてですが、
私、
今年四月に中国へ
行

って、
おそらく日
本人として初めて中央

党佼で講演しました。
そとの人たちに間

制B:lti－剖L



、
L
ゴ
と
かフ
フン
ス
と
か
イ
タ
リア

迎
劫につ
い
て
は 、
硲
か
に
ソ
述も
中
国もか

と
かい
う
とと
ろの
党の
理
翁
代
去が
中
国
共

つ
て
のコ
ミン
テル
ン
と
かコ
ミン
フォ
ル
ム

産
党の
党
校と
交
流
を持っ
て
い
るわ
けで
す

と
か 、
あ
るい
は
中ソの
激しい
せ
め
ぎ
会い

ね 。
党
関
係がど
んど
ん
修
復
さ
れてい
ると・
の
時
代へ
は 、
お
互い
に
俗も
あ
り
ま
す
か

と
は
はっ
き
りい
える
と
患い
ま
す 。

ら 、
戻
り
た
く
ない 。

た
だ 、
そ
れ
が
国
際
共
箆主
義
運
動の
再
栂

あの
時
代は 、
一
方に
おい
て
毛
沢
東が
旗

に
つ
念
が
るの
か
ど
うか 。
私はい
まの
とと

頚と
なっ
て
「
毛
沢
東
思
想は
世
界
を
照
ら

ろつ
なが
ら
念い
と
思い
ま
す 。

す」
といっ
て 、
徹
底的に
毛
沢
東
思
想に
よ

そ
れ
か
ら 、
中
国は
ソ
述を
務
反と
見
ない

っ
て
国
際
共
産主
義
運
動を
リー
ド
し
よ
うと

よ
うに
なっ
て
きてい
る
と
おっ
し
ゃ
る
けれ

し
たわ
けで
す
が 、
い
まの
初
m邦は
そ
うい

ど
も 、

依
然と
し
て
やは
りソ

連脅
威
倫は
あ

う
国
際

共産主
義
運
動は
考えて
ない
し 、
そ

る
と
思うんで
す。
銭
其
深自
身
も
中ソの
和

ん
なと
と
をい
お
うと
する
人に
対
し
て
は
普

解
がそ
う
簡
単に
は
進
ま
ない
とい
うと
と
を

虫を
か
みつ
ぶ
し
た
よ
う
な
額を
すると
思い

最
近いっ
てい
ま
す 。

ま
す 。

中昌明
い
や 、
ま
ず
前
者の
国
際
共
産主
義

／．

 

ーム ・” v
中闘で進むミファyション革命ミ

し
か
し
なが
ら 、
さっ
きいっ
た
社会
主
縫

の
将
来
像み
たい
なこ
と
を
考える
と 、
社
会

菊
地

主
義その
もの
が
長
期併

に非悦回副叫が問！てun！？」kでナ。

簡
を
出せ
て
きてt
t
tて
い
nで 、
長

写
経 、
J
本が 、
中
世俄
首
相が
初
期に
考

産
党同士
がお
互い
に
経
験を
交流し 、
い
つ

えた
よ
う
な形で
防
衛力を
増
強し
よ
うと
す

て
み
れ
ば
俗を
なめAHい
なが
ら
辿
惜別し
てい

れ
ば 、
中
国は
明らかに
「
日
本
辺
国
化」 、

く
とい
うと
と
が
やっ
ぽ
り
出て
く
るの
で
は

「右
傾
化」
とい
う

非幾
を
するの
で
は
ない

ない
か 。

か 、
と
思い
ま
す 。
去
年の
教
科諮
問
題に
も

さて 、
さっ
きの
ソ
連の
脅
威
を
ど
う
見る

その
片銭が
見ら
れ
たわ
けで
すね 。

か
とい
う
問
題につ
い
て
反
論さ
せてい
た
だ

そ
う
する
と 、
かつ
て
五
0
年
代に
日
本
以

く
と 、
確
か
に
会
人
代で
の
趨
然防
首
相の
報

国主
災とい
う
もの
をタ
ー

ゲッ
ト
に
し
て
中

告で
も一
応ソ
辿の
符
威につ
い
て
うたっ
て

ソ
が
軍事例
盟を
結ん
だよ
うに 、
八
0
年
代

る
ん
で
すね 。

に
新しい
冷戦が
もっ
と
激化
する
と
き
がく

だ
けど 、
ぜ
ひ
菊
地さ
んに
見てい
た
だ
き

れ
ば 、
ひょっ
と
すると
中ソ
が
何
らかの
同

たい
の
は 、
毛
沢
東・
周
恩
来時
代と
は
ソ
迎

盟
関係
を
結ば
ない
と
も
限ら
ない 。

に
対
する
考え
方が
線
本的に
巡っ
て
きてい

同
時に 、
と
れは
私の
きょ
うの
立
諭の
根

る
とい
うと
と
で
す 。

本なんで
す
けれど
も 、
東側
防
営
な
り

社会

うん 、
そ
りゃ
そ
うで
すよ 。

主
義な
りがい
ろい
ろ
深
刻
な
問
題を
内
在的

vh
抱え
れ
ば
抱えるほ
ど 、
そ
れ
ら
が
も
うい

っぺ
ん
団
結
するとい
う
要因が
出て
く
るん

じ
＋
ない
か 。

菊
地

中
国
は
ソ
連
を
モ
デ
ル
視
し
て
い
な
い

中
嶋
さっ
きいっ
た
よ
うに 、

既に
米ソ

の
中
間に
なっ
て
い
るか
ら 。
い
まの
中
国の

指
導
者は
ソ
迎が
攻め
て
く
るか
ら
国
境に
膨

大
な
軍事
力を
剛被
りつ
けて
おと
うと
は
考
え

なく
なっ
てい
ま
すね 。

だか
ら 、
人
民
解
放
ほは
今
後
徐k
に
削
減

さ
れ
るで
し主
うし 、
現に
削減し
よ
うと
し

てい
るわ
けで
す 。

本当に
務
威が
あ
れ
ば
そ

ん
なと
と
は
し
ない 。
そ
し
て 、
ソ
迎の
脅
威

の
み
を
対
象と
は
し
ない 、
よ
りグロ
ーバ

ル

な 、
国
際的
な
核
戦略
体
系の一
環を
鐙い
得

るよ
う
な
事務
中
国を
再
編
成し
よ
うと
し
て

い
るわ
けで
す 。

こ
うい
う
中
国の
リー
ダー
た
ちの
対ソ
汚

威
餌の
変化は 、
岡
崎に
米
中
関
係に
対
する

狛
疑
心み
たい
な
もの
につ
ながっ
てい
か
ざ

る
を
得
たい
わ
けで 、
との
問
題仕
入
0
年
代

の
図
際
政
治に
か
な
り

大き
な
mw
Sを
も
た
ら

すの
で
は
ない
か 。

た
だ 、
と
う
も
気
がか
り
なと
とに 、
と
れ

は
中
国
自
身がそ
ういっ
てい
る
と
は
必
ずし

もい
え
ない
けれど
も 、
日
本の
沼
市
力の
増

強あ
るい
は
日
米
関
係の
鐙
化
が
中ソ
和
解
を

促
進
するの
で
は
ない
か
とい
う

声が
出て
き

菊
地
その
点は
事実
認
滋がか
な
り

違う

んで
す 。
中
国
自体の
中に
ソ
辿の
亦
備につ

い
て
か
な
り
窓
見の
相違が
あ
ると
と
は
事実

で
ナ 。
し
か
し 、
ソ
述が
中間と
同じ
社会主

義国で 、
同
盟
国 、
友
邦で
あ
るとい
う
認
訟

は
ない
で
すね 。
また 、
ソ
出泌
をモ
デル
に
す

るとい
う

考え
も
ない 。

そ
れ
は
なぜ
かとい
う
と 、
ソ
辿の
対
外
政

策
が一
つ 、
非・仲舶に
大き
な
問
題と
し
て
あ
る

か
らで
品ム 。
一
九
六
O
年の
中
国に
対
する

経
済・
非
仮
復
助の
停
止 。
六
九
年の
国
境
紛

争 。
もっ
と
広く
見れ
ぽベ
ト
ナム
と
か
アフ
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め ガ
て ン
ソ そ
述 れ
が か
膨ら
袈占

ノ、

主 人・
縫 年
的 の
な チ
政 エ
策 ヨ
を 事
取 件つ も，
て 合

中
嶋

毛スクワのデパートに並ぶ下湾頭

る
と
い
う
と
と
は
はっ
き
り
認
議
し
て
る
わ
け

で
すよ 。

そ
れ
か

ら
中ソ

の
和
解
か
ど
う
か
と
い
う
問

題
は
大
き
な
国
際
政
治
と
い
う
グ
ラ
ウン
ド

の

中で
判
断
し
怠
け
れ
ば
な

ら
念い
と
思
う
ん
で

す 。
文
革
以
後 、
ソ
迎の
膨
張
政
策
と
ア
メ
リ

カ
の
対
中
政
策、
特vh
対
台
湾
政
策
の
二
つ
を

踏
ま
え
て、
い
ま
歩
み
出
そ
う
と
し
て
い
る

の

は
非
同
盟・

中立
の
遣で
す 。
ユ
ーゴ

の
指
摘噌

下
に
あ
る
非
同
盟
国
家
群へ
の
仲
間
入
り
と
い

う
と
と
を
希
望
し
て
る
わ
け
だ
け
れ
ど
も、
し

か
し、
非
同
盟
に
入
る
資
絡
は
念
い
ん
で
す

ね 。
絞
兵
器
を
持っ
て
い
る
し 、
安
全
保
隊
理

事
国で
も
あ
る
し：：： 。
で
す
か

ら、
非
同
盟

路
線
を
と
り
な
が

ら、
米
ソ

の
世
界
核
級
争と

い
う
危
畿
を
ど
う
チエ
ヲ
ク
で
き
る

の
か
と
い

う
路
線
に
い
ま
転
換
しつ
つ
あ
る
と
思
う
ん
で

す 。

ま
だ
ま
だ
中
ソ
接
近
は
進
む
と
思
う

中
崎
第
三
世
界で
すね 。

指明
地
そ
う
で
す 。
で 、
問
題
は
ソ
迎
品開
威

論に
つ
な
が
る
ん
だ
け
ど
も、
中ソ
図
境の
兵

力
引
き
揚
げ
と
か
カ
ン
ボ
ジ
ア 、
ア
フ
ガ
シ
と

か
い
う剛
題
を
ど
と
ま
で
中
国
が
前
面
に
押
し

出
し
て
中
ソ
和解の
条
件に
す
る
か
と
い
う

と 、
そ

の
点で
は
私
は
中
嶋さ
ん
に
近い
ん
で

あっ
て、
そ
れ
ほ
ど
そ

の
問
題
に
図
執
は
し
な

い
だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す 。
し
か
し、
そ

の
と

と
に
よっ
て
成
り

立
つ
中ソ

の
和解
は、
国
家

聞
の
正
常
化
で
あ
る 。
ち
ょ
う
ど
米
中
関
係
と

同
じ
よ
う
な
形
で
の、
異
なっ
た
体
制の
問
の

闘
係で
あ
る 。
そ
と
で一
応
ス
ト
y
プ
す
る
だ

ろ
う
と
い
う

考
え
を
ぼ
く
は
持っ
て
い
る
わ
け

で
す 。
膨
張
主
義
的
な
政
策
に
対
す
る
中
国の

歴史
的
な
体
験、
そ
し
て
そ
れ
に
対
す
る
懲
戒

心
はい
さ
さ
か
も
減つ
て
ない
と
思
い
ま
す

ね 。中
嶋
と
い
う
と
と
に
な
る
と 、
新冷
般
的

な
状
況の
中
で
は、
た
と
え
ば
核の
問
題
と
か

沼
紛
の
問
題
を
と
り
ま
す
と 、
中
国
は
ソ

述と

同
じ
陣
営に
属
す
る
と
考
え
て
い
い
ん
で
す

か。菊
地
い
や 、
全
く
同
じ
陣
営
じ
守
な
く
て

「
米ソ
二
大
覇
権
国
に
対
す
る
覇
格
主
義
反

対」
と
い
う
路
線
で
すね 、
い
ま

の
と
と
ろ

キ＆。
中軸輔
い
や 、
現
状
は
そ
う
な
ん
で
す
が
ね。

菊
地
将
来
も
そ
うで
す 。

中
崎
ぼ
く
は
そ
と
が
違
う
ん
で
すね 。
将

米
は
社会
主
義
国
と
し
て
徐k
に一
体
化
せ
ざ

る
を
得
ない
ん
じ
ゃ
ない
か。

菊
地
なぜ一

体化
し
な
く
ち
ゃ
な

ら
ない

ん
で
す
か。

中
崎

共通
の
基
盤
を
持っ
て
い
る
か

ら
で

す。
た
と
え
ば 、
社
会
主
義
自
身
が
内
在
的
に

掘
り

糊
さ
れ
る
か
も
し
れ
念い
と
い
う
危
峻

感 。
そ
れ
か

ら、
さっ
き
菊
地
さ
ん
が
おっ
し

ゃっ
た
よ
う
な、
社
会
主
義
その
も

の
が
持っ

て
い
る
矛
盾 。
そ
れ
は
やっ
ぱ
り
ぬ
ぐ
い
よ
う

が
ない
不
可
避
的
な
共通
性で
しょ
う 。
そ
う

い
う
も

の
に
立
脚
し
て
い
る
限
り 、
国
家と
国

家の
問
の
修
復
に
と
ど
ま

ら
ず、
当
然
党と
党

と
の
問
の
修
復
に
な
り
ま
せ
ん
か。

草剤
地
組

織構造、
経

済構造 、
政
治
構
造

そ
の
他
の
商で
共通
し
た
問
題
が
社
会
主
義の

問
題
と
し
て
あ
る

の
は
事
実
で
す 。
し
か
し、

そ
れ
が
なぜ
中ソ

の
和解の
条
件に
な・り
得
る

の
か。
現
実
に
ソ

述の
膨
州政
主
義を
中
国
が
警

戒
し、
そ
れ
は
ま
た
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
も
同

じ
で
あ
る
と
い
う

状
況の
中で、
念
ぜ
ソ

述に

接
近
し
な
け
れ
ば
な

ら
ない

の
か。
中
国
は

「
自力
更
生」
と
い
う

の
を
文
革
以
降
ま
だ一

応
持っ
て
ま
す
け
ど 、
酋側
に
大
き
く
傾
斜
し

て
い
る
と
い
うζ
と
はい
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん 。
い
ま 、
中
国の
対
米
政
策
は一
見
非
常
に

矛
泊
し
た
形
を
取っ
て
ま
すよね 。
相削
捌

事
件

に
つ
い
て
も、
い
ろ
ん
な
亡
命
事
件
そ

の
他
に

つ
い
て
も、
込 ．山
は
非常
に
強
敵
で
すが、
尖

際
は
非ハ的
に
柔
軟
な
盗
勢
をとっ
て
い
ま
す 。

中
国
が
ζ
うい
う
波
紋
岡
町憾の
使い
分
け
を
し

て
ジ
グ
ザ
ジ
に
進
ん
で
い
る

の
は、
西
側
の
援

助
が
な
け
れ
ば
「
四つ

の
現
代
化」
は実
現で

き
ない
と
い
う
はっ
き
り
し
た
認
忍
が
あ
る
か

ら
だ
と
ぼ
く
は
理
解
し
て
い
る
わ
けで
す 。

中
崎
ζ

の一
年
をふ
り

か
えっ
た
だ
け
で

も
米
中
ソ
関係
は
大
き
く
変
わっ
て
い
ま
す。

S
S
却
の
極
東
配
備に
つ
い
て
も、
中
国
は
ほ

と
ん
ど
沈
黙
し
た
ま
ま
で
すね 。
私
は
ま
だ
ま

だ
中
ソ
緩
近
は
進
む
と
見て
い
ま
す 。
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一三年前、日航機「よど」号を乗っ取り北朝鮮に飛んだ赤軍派グループは、

思いを胸に日々
を送っているのか。二人のリーダーが率直に跨った
ll。
いまどんな
（編集部）

梶

谷

北朝鮮・平績で聞かれた「t世界ジャーナリスト大会Jに主主党移加した関宮
高店（左｝と小西隆絡の2人（筆者織影｝

七
月二
日か
ら
六
日
まで 、
反
車市・
平
和・

友
好の
旅
をかか
げ
て一
一
八
カ
国か
ら一
六

九
人の
記者
や
宮
鈴人が
集
まっ
て 、
初鮮
民

主
主
義
人
民
共
和
国（北
朝鮮）
の
首都
平
協慢で

世
界ジャ
ー

ナ
リス
ト

大
会が
聞か
れ 、
私
も

日
朝
文
化
交流
協
会
代
表と
して
参加した。

その
本会
必一
日
目 、
エ
ル
サル
バ
ド

ル
の

フ
ラン
シ
スコ・
グ
スマ
ン

記者の
減
税が
終

わっ
た
と
き 、
波長の
国
際ジャ
ー

ナ
リス
ト

機構イジ・
ク
プ
カ
岱
記
長の
戸が
会
場に
ひ

び
き
渡っ
た 。

「
次の
窪田は
『日
本を
考え
るグル
ープ』

代
表の
ミ
ス
ター・
タ
カマ
ロ・
タミ
ヤ
に
お

願い
し
ま
す」

わ
が
耳
を
疑
うと
はと
の
ζ
と
だ 。
国
宮
高

麿その
人で
は
ない・か 。
一
九
七
O
年三
月三

一
日
朝 、
羽
田
発福
岡
行き
日
航
旅
客
機「よ

ど」
号
を
富士
山
南
方上
空
で
乗っ
取り 、
総

国・
金
浦空
港で
の
だ
ま
し工
作
を
見
破つ

． 主孟a:::r 

て 、
四
月コ
百
夕
方 、
北
朝鮮の
平
滋・
美
林

空
港に
焔
陸した
赤
軍派
学
位克
人の
リー
ダ

ー
に
ち
がい
ない 。

すで
に
北
朝鮮
人
り
して
か
ら
二ニ
年 。
そ

の
問 、
朝鮮の
自主
平
和
統一
支持日
本養
日

会の
岩
弁
章
氏ら 、
き
わめ
て
少
数の
日
本人

と
非公式
に
会っ
たと
と
は
ある
が 、
と
の
よ

うに
公
然と
大
衆の
前に
盗
を
現したの
は 、

は
じめ
て
で
あ
る 。
私
もと
れ
までの
訪
朝乙

とに
何
度か
イン
タビュ
ー

を
求め
た
が 、
尖

現し
なかっ
た 。

岡宮
代
表が
登
壇した 。
日
本
を
飛び
出し

たの
が二
七
歳だっ
た
か
ら 、
今は凶
O
歳の

中
年ら
しい
務ち
泊き
さ
え
見せ 、
がっ
し
り

した
体
絡なが
ら 、
往年の
過
激
派
ら
し
さ

も 、
亡
命者に
と
も
な
う

陪い
影
も
まっ
た
く

ない 。

背筋
を
其っ
すぐに
伸ば
して 、
用
意

した
原
稿
を
手に
や
や
早口
で
演
説した 。
そ

れ
で
も
規定
時
間の一
0
分
間で
は
終
わ
ら
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